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体重 = 腹囲×0.660+下腿周囲長×0.702 





















  説明変数にすべての変数を入れる。説明変数を増減し、 
  F値が最大になる式を求める。 
   F値は、以下のような式で表すことができる。 
 
   F値 = 平均回帰平方和/平均残差平方和      (2) 
 
   また、回帰平方和は、推定値と実測値の平均の差の 
  2乗和で表すことができ、残差平方和は、実測値と予 
  測値の差の2乗和で表すことができる。 
 
3. 2で作成した全身データを含む体重推定式および 
  各説明変数推定式を組み合わせて上半身データの 
  みの体重推定式の作成 
   ステップワイズ法を用いた重回帰分析および単回 
  帰分析により全身データを含む体重推定式および各 
  説明変数推定式を作成した。作成した式は次のよう 
  になった。 
 
   体重 = 身長×0.331+腹囲×0.495+上腕周囲長 
×0.874+大腿周囲長×0.618-84.629   (3) 
   身長 = 上腕長×0.869+肩幅+100.709         (4) 
   上腕周囲長 = 上腕直径(正面)×0.711 
+上腕直径(側面)×2.065 
+5.402                       (5) 
   腹囲 = 上腕周囲長×2.414+11.841           (6) 
   大腿周囲長 = 上腕周囲長×1.224+16.544     (7) 
   
(3)式から(7)式をまとめると、次のような上半身デ 
  －タのみの体重推定式ができる。 
 
   体重 = 上腕長×0.287+肩幅×0.331+上腕直径 
(正面)×2.008+上腕直径(側面) 

















 A B C D E 
実験1 +2.9 +2.5 +3.1 -2.9 -0.7 
実験2 +15.3 +6.1 +6.8 +8.5 +5.7 
実験3 +10.9 +6.9 +5.4 +3.4 +0.3 
 F G H I J 
実験1 +0.9 -1.5 -4.2 -7.4 -0.2 
実験2 +8.1 +9.6 -1.8 -0.2 -0.3 
実験3 +3.4 +1.1 -4.8 -9.2 -3.7 
 
4 まとめ 
 表 1より全身データを含む体重推定式の精度は高い結
果となったが、実験2、実験3のように推定式を合わせた
式になると精度が下がってしまった。原因として、式作成
時に推定式を複数組み合わせることで、推定式による誤差
が大きくなってしまうことが考えられる。 
参考文献 
[1]大西玲子,藤井弘二,津田博子,今井克己「寝たきり要介
護者における体重推定式の作成」『日本老年医学会雑
誌』2012(49)pp.746-751 
